
 

愛 知 み ず ほ 大 学  履 修 規 程  

 

第１章 総則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、愛知みずほ大学学則（以下「学則」という。）第１７条第４項の規

定により、教育課程の履修等に関して、必要な事項を定めるものとする。 

２ この規程に定めるもののほか、教員免許状の取得に係る所要資格およびその他資格

等について他に特別の定めがある場合は、その定めるところによる。 

 

第２章 履修コース 

 

（コースの設置）  

第２条 養成する人材像を明確に示し、そのための体系的な学修を確実に行うことを目

的に、愛知みずほ大学（以下「本学」という。）の人間科学部心身健康科学科に次の

コースを置く。  

心身健康科学科  養護・保健コース 

             健康スポーツコース 

             心理・カウンセリングコース 

             人間科学コース 

 

（コースの選択） 

第３条 本学の人間科学部心身健康科学科に入学を許可された者は、前条に定めるコー

スのうち、いずれかの１コースに所属する。 

２ 所定の期日までにコース変更願を提出した者について、コースの変更を１回に限り、

学長が許可することがある。 

 

第３章 卒業要件・履修登録等 

 

（卒業要件） 

第４条 本学を卒業するためには、４年間以上にわたり在学し、学則のほかにこの規程

に規定するところに従い、所定の単位を修得しなければならない。 

 

（履修基準及びコース必修） 

第５条 各コースの科目履修基準及びコース必修は別表１のとおりとする。 

 

（履修登録） 

第６条 授業科目を履修し単位を修得するためには、毎学期のはじめ、所定の期間に履

修科目を登録しなければならない。登録をしていない科目を履修すること及び受験す

ることはできない。 

２ 病気、その他やむをえない理由により所定の期間に履修登録できない場合は、直ち



 

に届け出て指示を受けなければならない。ただし、学期開講日数の３分の１を経過し

た科目の履修登録は認めない。 

３ 履修科目は、定められた期間内に、所定の手続により、履修登録を修正又は取消す

ことができる。修正期間以外は、原則として履修登録の修正及び取消は認めない。 

 

（履修科目欠席の取扱） 

第７条 履修登録を行った科目については、授業に出席しなければならない。 

２ 病気、その他やむをえない理由により授業科目を欠席するときは、所定の手続きに

従い届け出なければならない。 

３ 次の各号の一に該当する事由により授業科目を欠席する場合は、これを欠席として

扱わない。 

一 災害又は交通機関のストライキや事故などにより、通学不能の場合 

二 学校保健安全法施行規則第１８条、第１９条の規定により出席停止の措置を受け

た場合又はこれに類する措置を大学が指示した場合 

三 忌引として別に定める日数 

四 特別な事情により大学が出席不能と判断した場合 

 

（履修の制限） 

第８条 既に単位を修得した科目は、履修することができない。 

２ 上級学年配当科目は、履修することができない。 

３ 同一時限に２つ以上の科目を重複して履修することはできない。 

４ 科目により、履修人数を制限することがある。 

５ 各授業担当者がシラバスに明記した理由に基づき、履修を制限することがある。 

６ 学生が１年間に履修登録できる科目の総単位数は、１年次にあっては４０単位、２

年次以降にあっては４４単位を上限とする。ただし、成績優秀な学生については、４

８単位まで認めるものとする。なお、３年次編入学生にあっては、この限りでない。 

 

第４章 授業 

 

（授業時間数） 

第９条 授業時間数は、1 時限を９０分とし、学則第２１条に定める単位の算定に当た

ってはこれを２時間とする。 

 

（授業時間帯） 

第１０条 授業時間帯は次のように定める。 

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 

9:00～

10:30 

10:40～

12:10 

13:00～

14:30 

14:40～

16:10 

16:20～

17:50 

 

（授業の変更） 

第１１条 年度途中、やむをえない事情で、授業の日程や教室を変更する場合がある。

変更についてはその都度掲示する。 



 

 

（休講） 

第１２条 やむをえない事情により授業が行えない場合は休講とする。また、その他教

務委員長が授業を行えないと判断した場合は休講とする場合がある。休講はその都

度掲示により通知する。 

２ 台風の接近によって名古屋市に暴風警報が発令された場合又は交通機関のストラ

イキによる運休の場合の授業の取扱いは次のとおりとする。 

一 午前７時までに警報又はストライキが解除又は中止された場合は、当日の授業を

行う。 

二 午前１０時までに警報又はストライキが解除又は中止された場合は、 午後の授

業を行う。 

三 午前１０時までに警報又はストライキが解除又は中止されない場合は、それ以降

の授業は休講とする。ただし、実施中の授業については、教務委員長が学長と相談

し、中止又は続行の決定を行うことにする。 

３ 気象庁が発表する南海トラフ地震に関する情報（臨時）が発表され、大規模な地震

発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まったと評価された場合は、全授業を直

ちに中止する。 

４ 本学に災害対策本部が設置された場合は、災害対策本部の判断に基づき、全ての科

目を休講とする。 

 

第５章 試験及び単位の認定 

 

（試験の種類） 

第１３条 試験の種類は、定期試験、追試験、再試験とする。 

 

（試験の方法） 

第１４条 試験の方法は、筆記試験、実技試験、レポート試験ならびにその他の方法に

よるものとする。試験の方法は各授業担当者が定める。 

 

（試験の実施） 

第１５条 定期試験、追試験、再試験における筆記試験及び実技試験は次のとおり実施

する。 

一 試験科目、時間等については、事前に掲示により通知する。 

二 受験に際しては学生証を机上に提示しなければならない。学生証を携帯 してい

ない場合は、仮受験票をもって代えることができる。 

三 試験開始後３０分を経過した後は試験場への入室は認めない。また試験 開始後

３０分以内は退室を認めない。なお、中途退室する場合も解答用紙は必ず提出しな

ければならない。 

 

（レポート試験の方法） 

第１６条 定期試験、追試験、再試験におけるレポート試験の提出は、特別な指示がな

い限り、指定された期日、方法で提出しなければならない。 



 

 

（試験受験資格） 

第１７条 次の各号に該当する場合は、その科目の受験資格がないものとする。 

一 履修登録をしていない場合 

二 学則第３８条に定める学生納付金を納めていない場合 

ただし、やむを得ない事情によると判断され許可された場合はこの限りではない。 

 

（定期試験） 

第１８条 定期試験は前期末試験ならびに後期末試験とし、期間を定めて実施する。 

２ 集中講義科目の定期試験は別に期日を定めて実施する。 

 

（追試験） 

第１９条 前条の定期試験の当日に次の事由により受験できなかった場合は、学長によ

る決定に基づき当該科目の追試験を実施する。 

２ 前項の追試験には、レポートによる試験を含める。 

事由 証明書 

災害等 被災証明書 

交通事故 事故証明書 

病気・けが 診断書あるいは入院証明書 

第２親等以内の葬儀（死亡の日から７日以内） 会葬御礼等 

その他大学が認める事由 事由書 

 

（追試験手続） 

第２０条 追試験受験希望者は、当該科目の試験実施日前後各３日以内に証明書を添え

て願い出なければならない。 

 

（再試験） 

第２１条 定期試験の結果、不合格となった科目のうち、授業担当者によって該当者と

認められた者については、１回に限り、再試験を行うことがある。再試験を実施する

場合は、所定の期日までに所定の様式により再試験を願い出たときに、これを許可す

る。 

２ 再試験を追試験に相当する理由で受験できなかった場合、再試験の追試験は行わな

い。 

 

（再試験手続） 

第２２条 再試験を許可された者は、再試験料 1,０００円を期日までに納めなければな

らない。 

 

（不正行為） 

第２３条 試験において次のいずれかに該当する行為を行った場合は、不正行為とみな

す。 

なお、第一号から第五号の場合、双方の学生を不正行為被疑者とみなす。 



 

一 他の学生との答案の見せ合い 

二 他の学生の答案の覗き見及びその幇助 

三 他の学生との答案の交換 

四 他の学生との話し合い 

五 他の学生との物品（筆記用具を含む）の貸し借り（試験監督が許可した場合を除

く） 

六 カンニングペーパーの所持及び使用 

七 持ち込みを許可していない物品（教科書、プリント、ノート、参考書、辞書、携

帯電話、スマートフォン、パソコン、電子辞書、タブレット、ウエアラブルデバイ

ス、その他情報通信機器等）の使用又は机上等へ置くこと 

八 所持品や机上等へ事前に書き込みとその使用 

九 替え玉受験 

十 答案への偽名記入、又は故意による答案無記名 

十一 試験監督の指示に従わない行為 

十二 その他、公正な試験の実施を阻害されると認められる行為 

 

（単位の修得） 

第２４条 学則第２２条に定める単位の授与に当たっては、次の各号に該当する場合に

修得できるものとする。 

一 総授業時間数の３分の２以上出席している場合 

二 定期試験又は追試験、再試験において合格と判定された場合 

 

（成績の評価） 

第２５条 成績の評価は、学則第２３条の規定に基づくものとする。 

 

（成績評価の基準） 

第２６条 学則第２３条に定める履修成績の評価は、次のように表す。合格の成績には、

それぞれの授業科目に関し、所定の単位を与えるが、不合格の成績には単位を与えな

い。 

２ 成績評価は、１００点法により採点され、次の段階区分による評価基準に基づき、

行われる。秀・優・良及び可を合格とし、不可及び時不を不合格とする。 

判定 評語 評点 評価基準 

合格 

秀 100～90点 
目標を十分に達成し、極めて優秀な成績を収めて

いる。 

優 89～80点 目標を十分に達成し、優れた成績を収めている。 

良 79～70点 目標を概ね達成している。 

可 69～60点 目標を最低限達成している。 

不合格 
不可 59～ 0点 目標を達成していない。 

時不 ― 授業の出席が総授業時間数の３分の２に満たない。 

３ 追試験の場合は原則８０点満点での成績評価とする。なお、公欠・忌引による追試

験の場合を除く。再試験は６０点満点での成績評価とする。 

 



 

（総合成績評価） 

第２７条 前条の成績の評価に対して次の各号に掲げるグレード・ポイント(以下「ＧＰ」

という。)を設定し、不合格の授業科目を含めて，履修科目のグレード・ポイントの

平均(グレード・ポイント・アベレージ(以下「ＧＰＡ」という。)を算出し、総合成

績評価を行う。 

    成 績 ＧＰ 

秀 100～90点 4.0 

優 89～80点 3.0 

良 79～70点 2.0 

可 69～60点 1.0 

不可 59点以下 0.0 

時不 ― 0.0 

２ 単位認定が保留となった授業科目のＧＰは、０点とする。 

３ 認定又は合否により判定する授業科目については算出の対象外とする。 

４ ＧＰＡの算出は、次のとおりとする。  

ＧＰＡ＝(授業科目で得たＧＰ×その授業科目の単位数)の総和÷(履修登録したＧ

Ｐが付与される授業科目の単位数の総和)  

５ ＧＰＡは、算出された数値の小数点第３位以下を切捨てて表記する。 

６ 成績証明書には、ＧＰＡは明記しない。  

７ ＧＰＡは、成績の分布状況及び学生個人の学修状況の把握を通じて、履修登録の年

間上限数の緩和、奨学金受給の判定基準及び退学勧告を含む学修指導ならびに就職活

動及び海外留学支援において活用する。 

 

第６章 その他 

 

（改廃） 

第２８条 この規程の改廃は、運営委員会の議を経て、学長が行う。 

 

附 則 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

附 則（第２３条、別表１改正関係） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 

附 則（第２８条、別表１改正関係） 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

附 則（第１２条、第２８条、別表１改正関係） 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 

附 則（別表１改正関係） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 


